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通常の教員採用
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▲自作の装置による風力発電効率の測定

▲第8回マスフェスタ
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生徒の科学技術への興味・関心や姿勢に関する効果

　SSHの取組を通して、科学技術に関する学習意欲や未知の事柄に対する興味等に
ついて向上。
■科学技術に関する興味・関心･意欲が向上したと回答した生徒：66%
■未知の事柄への興味が向上したと回答した生徒：72%
■自分から取り組む姿勢が向上したと回答した生徒：62%
■真実を探って明らかにしたい気持ちが向上したと回答した生徒：64%

【平成25年度SSH意識調査】［国立研究開発法人科学技術振興機構］

生徒の進路に関する効果

　SSH卒業生の8割近くが理系の学部を専攻。
■SSH卒業生の卒業3年目時点の専攻分野：H20年度卒業生の78.1％、H21年度卒業生の

80.6％、H22年度卒業生の79.8％が理系
【平成23・24・25年度SSH意識調査】［国立研究開発法人科学技術振興機構］

　SSH卒業生の大学院への進学希望率は、大学生全体の約3倍。
■H22年度に高校を卒業した生徒の大学院進学希望率：SSH校 45.7%（大学生全体 14.8%）※

【平成25年度SSH意識調査】［国立研究開発法人科学技術振興機構］
※【第1回 大学生の学習・生活実態調査報告書［2008年］】［ベネッセ教育総合研究所］からのデータに基づく

実施による効果 � ŰÌ��úŰ	

°Ãƃ�CŪŖŤ�



5mİŰSSHŪŻŦŤŚū�

•  å¨ƴÒē��|ƴħDŇ	
•  đľÜäŰħDū�e	

•  »RÜ�ƴF"Ü�	

•  �AÜ��æŪŰ×ĄƹwK8ĵ�



Ĺè� ĸ¹U�[	

FåU�;´¶	

ƈƳƗƵƞƘƛ�ĨĮ	

z{	 ƖưƊƵƛƪƛƳŃ	

đľÜäƷ�äƸ	



2.ŃŰŷūŹ�

•  ŋ6O<�AŌūŝũŰº.ƃí�ŝŤ	

•  �ĦŰ�ÎűŻžŭŐ
	ŕŏƀ	
•  →`űƹŚƁŔžŰ�AŰŋƧƲƛƗƈƧŌ	



ŚƁŔž�AƃÙ�ş�ŰŤŹŮ�



`õ1�

đľÜäƙƵƪč_	

ŏŭŤűňŋ®�Űěķƃ��/	

ºÏşƀŌūŐőTƙƵƪŰźūŪň
!�ØŭÜäƙƵƪƃč_ŝũđ
ľÜäƃĂŐŷşŉÜäŕ
	
ŕŦŤÈyƃx_ŝũňƻƺƺ�Y
ânŰŋƆƦƔƛƮƍƛŌƃ�|ŝũ
ŗťŜŐŉÜäƙƵƪűňŷƂſŰ
�ūęĔŝũň�ñŮöŒũŔŷ
ŐŷšƄŉ�
!���
ŇÓ�ØŭķbšE!Ű×�	/	

-ÊØŭƠƉƔ§IŰ�¸	/	ķ
#�/	ķ×ĸŃŃ�



Regularization	of	identity	based	solution	in	string	field	theory�
Ņ�
pŰLŰÌĔŮœŘƀŋƗƌƊƳ$òŌŰĉ£ĉūŝũƹŃErler-SchnablĉŕÛ
žƁũŐƀŉ��ƹŋ5�pLŮJŨŗĉŌűŽſČĥŕé5ŮŭƀźŰŰƹp
Ű�ÔĻŕŧŵƁƀªĲ��ŮœŘƀÇÕvŰŤŹŮƹD-ƦƱƈƳŰq+
ƃċçşƀŚūŕŪŖŭŐŉ/	
 Ĕ�ŪűƹErler-Schnablĉŕ5�pLŮJŨŗĉŰýÄŭ²)1ŮŭŦũ
ŐƀŚūƃÞŝŤŉ!�ØŮűƹErler-Schnablĉū5��LŮJŨŗĉƃîŵ
1-ƢƮƫƵƗƵŰƏƵƓQ�ƃ­|ŝƹƻŧŰÆÌĬƷD-ƦƱƈƳŰq+ūƹ
ƏƵƓ�QŭįpÁçXƸŕţŰƢƮƫƵƗƵŮ�ZŝŭŐŚūƃÞŝŤŉ�



±�[õ�ećĽ�



4© 

���ù�



}r�TŰ�ļū	
ĊƂƁũŐƀ	
ŬőŐőŚūŔƾ�



�á"aťŘŪŭŗƹ	
�e�¸ƃ�ÞƴīÃ1	

→ŚƁŷŪŮűŭŔŦŤ	



Áõ2�

ŚƁŔž15mrŮƹ�iÛûƷAIƸŮ	

ūŦũŔƂžƁũƹŭŗŭƀ
	ƃ	
3ŧƹÌÑūūźŮĥŶŭŜŐ�



	/	

ĜP	

ƑƵƣƔ	

ŭŗŭƀ	ŭŗŭžŭŐ	

ĭā	

�ú	

3Ö�Ě	

á[÷	

Frey	-	Osborne,2013	



ŋŭŗŭžŭŐ
	Ōűƹ	
ÛĘŻƔƌưƃƹ	
SŗŰ�İŕıƂƀĆĶ
ŭÍNŪ×�şƀ
	ƹū
ŐŒţőŉ	



ƐƳƤƙƳƒƵƷĞĠƴû+Ƹ�

21�ìŰ[õ÷ū�úŰƼŧŰ±�	

Ʒƥƅƚư�ƹ2TĢ��Ƹ�



ŚŰÌuƃ	
ÿūŝĤƄťźŰ	

↓	

1ŃƆƍƙƇƦƮƵƝƳƎ	

2	�ä	

3	T[�Đ�ļ	

�



1	ƆƍƙƇƦƴƮƵƝƳƎ�

>VIDEO�



ƆƫƯƋŰÆÌ�úŪ
ĀãŜƁũŖŤ	`�
�
ŋÆÌ¬uűň�
ƆƍƙƇƦƴƮƵƝƳƎ�
ŪŭŐūģŮŧŔŭŐŌ�
ū�q�
�
ă�Øŭ"a�



¬uĒ¥	(FCI)ŮŽƀƆƖƔƫƳƛ�

Hake,	1998	

�



ÆÌ�

`Łî¤�

ÌĔ�

¾_ƷąóƸ�

ÆÌ�ú	PER�

ƆƖƔƫƳƛ	

î¤�

ÌĔ	

�ú¸�



�Ńä	(Inquiry)�



SSHŰ|,ƃ:Řũ	

ŚƁƃ�7ŜšƀÉŐ�



�ä�
高等学校「理数探究（仮称）」の方向性

資
質
・
能
力

○探究の過程全体を自ら遂行するた
めに必要な知識・技能
○研究倫理についての基本的な理解

新
科
目
案

理数探究基礎
（仮称）

理数探究（仮称） 基礎で身に付けた資質・能力を活用して自ら
課題を設定し探究の過程全体を行わせる

探究の進め方等に関する基礎的な知識・技
能、探究する意義の理解、主体的に探究に取
り組む態度等を身に付ける

基
本
原
理

①教科の枠にとらわれ
ない多角的、多面的な
視点で事象を捉え、

②数学や理科における見
方・考え方を活用したり組
み合わせしたりしながら、

④新たな価値の創造に
向けて粘り強く挑戦する
力の基礎を培う

③探究的な学習を行う
ことを通じて、

算数・数学や理科を学ぶ楽しさ、これらの学習に対する児童生徒の意識は諸外国と比べ肯定的な回答割合が低い。
「数学活用」や「理科課題研究」における課題研究等の活動は、生徒の学習に対する興味・関心・意欲の向上や知識・
技能の着実な習得、思考力・判断力・表現力等の育成に有効だが、開設率が低い状況。（１割未満）
スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）で設定されている｢課題探究｣等の探究的な科目は、数学と理科で育成され
た能力を統合し、課題の発見・解決に探究的に取り組むことで教育効果が高い。

現状・課題

○多様な価値観や感性を有する人々
との議論等を通じて多角的・多面的に
思考するとともに、探究の過程全体を
自ら遂行することができる力

○数学や理科に関する課題や事象
に徹底的に向き合い考え抜いて行
動する態度

教科「理数」における選択科目として以下の２科目を新設
・評価に当たっては、新たな知見の
有無などの探究の成果よりも、課題
を発見して結論をまとめるまでの一
連の探究過程を重視

・「探究ノート」等を通じて生徒の独創
的な思考や探究過程における態度
を評価

将来、科学技術分野等の第一線で活躍する人材を育成
15
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問題全体の出題のねらい
「銅像」が最もよく見える位置を考察するという日常生活の問題を題材とし，事象の特徴を捉えて数

学的な表現を用いて表現する力（事象を数学化する力），数学化された問題を解決するための見通し
を立てる力（構想力），解決過程を振り返り，得られた結果を元の事象に戻してその意味を考える力を
問うた。
なお，本問題は，具体的 ・実践的な課題解決方法に対して，数学を活用し，数学的論拠に基づいて

課題を解決する場面を設定することで，「数学のよさ」を認識させることもねらいとして構成している。

モデル問題例４
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モデル問題例４

問題冊子 P10
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モデル問題例４

問題冊子 P10
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モデル問題例４

問題冊子 P10


